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（３）歳入

　○歳入款別前年度比較

　　平成29年度一般会計当初予算歳入総額608億円を款別（科目別）に分類すると第2表

　のとおりとなります。

【第２表　歳入款別前年度比較表】

科目の区分

31,773,648 51.3

（％） （千円）

増減率

（％）
構成比

市 税 291,077 0.932,064,725 52.7

11.9

▲ 19,000 ▲ 55.915,000

地 方 譲 与 税 619,000 1.0 553,000

0.1

（％）

増減額

（千円）

0.9 66,000

平成29年度 平成28年度

当初予算額 構成比 当初予算額
（千円）

0.2 2,000 1.8

0.0 34,000

配 当 割 交 付 金 111,000 0.2 109,000

利 子 割 交 付 金

0.2 2,0000.2 115,000

0.3 16,000

1.7

地方消費税交付金 2,917,536 4.8 2,776,471 4.5 141,065 5.1

株式等譲渡所得割交付金 117,000

7.6

自動車取得税交付金 111,000 0.2 79,000 0.1 32,000 40.5

ゴルフ場利用税交付金 227,000 0.4 211,000

0.2 1,4240.2 88,603

0.0 ▲ 1,000

1.6

地 方 交 付 税 1,660,000 2.7 2,190,000 3.5 ▲ 530,000 ▲ 24.2

地方特例交付金 90,027

▲ 4.8

分担金及び負担金 1,078,546 1.8 1,096,983 1.8 ▲ 18,437 ▲ 1.7

交通安全対策特別交付金 20,000 0.0 21,000

1.7 14,2161.7 1,028,955

4.3 ▲ 46,464

1.4

国 庫 支 出 金 6,377,338 10.5 7,018,193 11.3 ▲ 640,855 ▲ 9.1

使用料及び手数料 1,043,171

▲ 1.8

財 産 収 入 81,279 0.1 82,810 0.1 ▲ 1,531 ▲ 1.8

県 支 出 金 2,581,907 4.2 2,628,371

0.0 22,500 276.1

繰 入 金 2,094,722 3.4 1,255,304 2.0 839,418 66.9

寄 附 金 30,650 0.1 8,150

1.3 0 0.0

諸 収 入 3,555,499 5.9 3,425,812 5.5 129,687 3.8

繰 越 金 800,000 1.3 800,000

10.7 ▲ 1,400,100 ▲ 21.2

100.0 ▲ 1,100,000 ▲ 1.8歳 入 合 計 60,800,000 100.0

市 債 5,204,600 8.6 6,604,700

61,900,000
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○自主財源・依存財源

　歳入は、「自主財源」と「依存財源」に分類することができます。

　自主財源が多いほど、行政活動の自主性と安定性を確保できるとされています。

　自主財源は、市が自主的に収入することができる財源のことで、市税、分担金及び負
担金、使用料及び手数料などがあり、今年度は407億5千万円で、前年度と比較すると12
億7千万円の増額となり、歳入全体の67.0％を占めています。
　依存財源は、国や県の意思によって定められた額を交付される財源のことで、国・県
支出金や地方債などがあり、今年度は200億5千万円で、前年度と比較すると23億7千万
円の増額となり、歳入全体の33.0％を占めています。

　第４図は自主財源・依存財源の内訳、第５図は自主財源・依存財源の推移を示してい
ます。
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第５図 自主財源・依存財源の推移

自主財源 依存財源 自主財源構成比（右目盛）

自主財源

407.5億円
67.0%

依存財源

200.5億円
33.0%

市税

320.6億円
52.7%

諸収入

35.6億円
5.9%

分担金及び負担金

10.8億円
1.8%

使用料及び手数料

10.4億円
1.7%

その他

30.1億円
4.9%

国庫支出金

63.8億円
10.5%

市債

52.0億円
8.6%

地方消費税交付金

29.2億円
4.8%

地方交付税

16.6億円
2.7%

県支出金

25.8億円
4.2%

地方譲与税

6.2億円
1.0%

その他

6.9億円
1.2%

第４図 自主財源・依存財源の内訳

歳入総額

608億円

自主財源構成比（％）
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○市税

　歳入の根幹をなす市税は、前年度と比較して全体で2億9,108万円（0.9％）の増額と
なる見込みです。

　これは、固定資産税において2億7,268万円、軽自動車税において1,275万円の増額が
見込まれることなどによるものです。
　
　第６図は市税の推移、第７図は市税の内訳を示しています。
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第６図 市税の推移

固定資産税 市民税 その他 歳入に占める市税の割合(右目盛)

固定資産税

195.1億円
60.9%

市民税（個人）

78.7億円
24.6%

市民税（法人）

30.2億円
9.4%

市たばこ税

11.7億円
3.6%

その他

4.9億円
1.5%

第７図 市税の内訳
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【第３表　市税前年度比較表】

【用語解説】

　　主な市税

平成28年度
当初予算額

増減率
（％）

増減額

（単位：千円）

10,896,482 10,887,822 8,660 0.1

鉱　産　税

特別土地保有税

入　湯　税

固定資産税

平成29年度
当初予算額

7,872,925

19,512,139

1,168,565

1

市たばこ税

軽自動車税

個　人

法　人

市　民　税

19,239,458 272,681 1.4

272,283 259,537 12,746 4.9

7,674,129 198,796 2.6

3,023,557 3,213,693 ▲ 190,136 ▲ 5.9

241 ▲ 240 ▲ 99.6

10,922 10,595 327 3.1

1,176,110 ▲ 7,545 ▲ 0.6

513 500 13 2.6

説　　　明

　住民の日常生活に直接結びついた身近な仕事の費用をそれぞれ
の負担能力に応じて分担し合うという性格の税金です。個人と法
人があり、均等の額を負担する均等割とその人の所得金額に応じ
て負担する所得割（法人の場合は法人税割）から構成されていま
す。

　毎年1月1日に土地、家屋、償却資産（これらを総称して「固定
資産」といいます。）を所有している人に課される税金で、その
固定資産の価格をもとに税額が算定されます。

199,385 4,435 2.2

32,064,725 31,773,648 291,077 0.9合　　　計

都市計画税 203,820

名　　称

市　民　税

固定資産税
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○地方債

　第８図は、地方債の推移を示しています。

　前年度との比較では、国際医療福祉大学医学部の整備に伴う国家戦略特区推進事業な
どが減額となったため、全体では14億10万円（21.2％）の減額となりました。

　地方債は、小中学校建設事業や幹線道路整備事業などの大規模な社会資本整備事業の
財源となっています。
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第８図 地方債の推移

起債額 歳入に占める市債の割合(右目盛)


